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今
年
、
１
月
の
交

渉
を
経
て
、
「
修
学

旅
行
の
引
率
業
務
等

に
従
事
す
る
道
立
学

校
職
員
の
勤
務
時
間

の
割
振
り
等
に
関
す

る
要
領
」
が
一
部
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

既
に
導
入
し
て
い

る
1
か
月
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
の
対

象
業
務
が
拡
大
と
な

り
ま
す
。

新
年
度
４
月
１
日

か
ら
の
適
用
に
な
っ

て
い
ま
す
。
新
規
対

象
と
な
る
の
は
次
の

３
つ
で
す
。

１

登
校
時
の
通
学

指
導
業
務

２

校
区
内
巡
視
業

務３

現
場
実
習
の
引

率
業
務

小
中
学
校
は
、
各

地
教
委
が
要
領
を
同

様
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
次
の

4
業
務
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

１

修
学
旅
行
の
引

率
業
務

２

文
化
祭(

学
校

祭)

等
の
業
務

３

体
育
祭(

運
動

会)

等
の
業
務

４

文
化
祭(

学
校

祭)

等
又
は
体

育
祭

(

運
動
会)

等
の
事
前

準
備
業
務

各
支
部
及
び
分
会

で
、
①
地
教
委
か
ら

校
長
に
こ
の
旨
連
絡

が
あ
っ
た
か
ど

う
か
、
②
具
体

的
な
適
用
は
ど

う

す
る
の
か
な
ど､

年
度

始
め
に
校
長
と
話
し

合
い
、
実
際
の
業
務

に
生
か
せ
る
よ
う
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
同
時
に
、
不

妊
治
療
に
関
し
、
医

師
か
ら
医
療
行
為
を

受
け
る
場
合
や
、
医

師
の
指
示
に
基
づ
き

自
宅
で
療
養
す
る
場

合
も
、
病
気
休
暇
の

対

象

と

な

り

ま

し

た
。
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一. 私たちは、広範な労働者、労働組合との共同・
連帯をすすめ、働くものの生活と権利をまもり発展
させます。（全教綱領より）

一. 私たちは、広範な労働者、労働組合との共同・
連帯をすすめ、働くものの生活と権利をまもり発展
させます。（全教綱領より）

つながろう、学ぼう、語ろう、踏み出そう！つながろう、学ぼう、語ろう、踏み出そう！

昨年より、空知教組書記を勤
めて下さっている片山多美子さ
ん。会議の諸準備や会計業
務、道教組からの送付物の仕
分けなど、多岐にわたってお
世話になっています。
定期大会にも出席していた
だきましたが、１年が経過し
たのを機にあらためてご紹介
します。

昨年より、空知教組書記を勤
めて下さっている片山多美子さ
ん。会議の諸準備や会計業
務、道教組からの送付物の仕
分けなど、多岐にわたってお
世話になっています。
定期大会にも出席していた
だきましたが、１年が経過し
たのを機にあらためてご紹介
します。
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深川雨竜支部の下野江里子さんですが、この

たび定年をはるか前にしてご退職されました。

ご家庭やご本人の事情でいろいろお考えになっ

た末のご決断でした。

フルートの名手で学校内外でもステキな音色

を聞かせていただきました。私（関屋）自身、

下野さんと同じ職場ということで､職場に複数

の組合員がいるということは本当に励まされる

のだなとつくづく感じました。

左の写真は、齋藤秀昭副委員長が雨竜高等養護学校を訪問

したときのものと、右側写真は3月末に支部の送別会で撮影

したものです。

下野さん、どうぞこれからもお元気で。
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フルートの名手で学校内外でもステキな音色
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下野さん、どうぞこれからもお元気で。

２月２８日（土）に第2６回空知教職員組合定期大会が開
催されました。2年目の試みで13時からの開始となりました
が、道教組から椙木書記長にお越し頂きました。討論では活
発な意見が交流され、内容の濃い大会となりました。新年
度、組合を引っ張っていく組合役員は右の表の通りです。大
会後は、この3月定年退職された齋藤秀昭副委員長を交えて
賑やかな夕食会となりました。

２01５年度空知教職員組合役員
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催されました。2年目の試みで13時からの開始となりました
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3月1４-1５日に道教組定期大会が行われ、空知からものべ３

名の代議員が参加しました。二日目空知教組の川村委員長が道

教組委員長に選任されました.。就任のあいさつの概要をご紹介

します。

【川村新委員長のあいさつ要旨】

道教組の特徴は、①１人ひとりが創り上げる｢創意の工夫｣が

あること、②いろんな先生方がそれぞれ「自分らしさ」を発揮

することで道組組運動を支えていること、③みんなで「力合わ

せ」ていくことが大きな力になっていることです。これらは、

これまでの実践の中で示されてきたことです。そんな道教組

に、組合員１人ひとりが誇りを持って結集していただけるよう

に、執行部として全力を尽くします。
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